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10号住居の炉阯

15号住居社全景（東より）
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序 文

上毛三山の一つ赤城山南麓に広がる裾野上にある大胡町は、養蚕と米作を主体とする農

業地域から近年大きく変貌しようとしています。県都前橋市に隣接する地の利から宅地開

発は増加傾向を続け、生産基盤が徐々に減少しています。この牛産墓轤は開析谷と台地地

形が繰り返しているために単位耕作地も狭く作業効率も低い結果を招いているため、生産

向上、労働時間の短縮につながる基轤轄備が急がれております。

団体営中川原地区土地改良総合事業も農業経営者の皆さんから以前より要望され、昭和

59年より事業開始となり、それに伴い平成元年から開始された埋蔵文化財緊急発掘調査は、

「上ノ山遺跡」？「小林・天神・大畑地区遺跡群」の発掘調査報告書の刊行で終了いたしま

した。

２年度にわたる発掘調査の成果として縄文時代中期、古墳時代前期・後期の集落と茂木

上ノ山古墳群等を検出いたしました。

この成果を広く公刊し、本町並びに本県の歴史の解明を

用されることを願って止みません。

刊行する運びになりましたのも、ご尽力いただいた土地

皆さん､並びに発掘調査に従事された皆さん､御指導を頂し

探る資料として多くの方々に活

改良の役員及びに土地所有者の

］た方々の御協力の結果であり、

心より感謝申し上げ序にかえさせていただきます。

平成４年３月
Ｃ● 

大胡町教育委員会

教育長劔持平三郎
Ｌ■品

み
Ｔ
●
ど
』

＝敵
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1．本書は平成元年度大胡町茂木地内に於ける団体営中川原地区土地改良総合整備事業に係る中川原遺

跡群の内「上ノ山遺跡」の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2．「上ノ山遺跡」は群馬県勢多郡大胡町茂木字上ノ山498,502～508番地に所在する。

3．発掘調査は平成元年９月１日から平成２年３月31日まで行った。

また、整理作業及び本書の作成は平成３年４月から平成４年３月31日まで行った。

4．発掘調査費用及び整理事業は、総額のうち71％を農政部局、残り29％を文化財保護補助事業として

対応した。

5．調査は、大胡町教育委員会が直営で実施し、山下歳信が担当した。

調査組織は、次のとおりである。

事務局

教育長鵜飼恭二（平成２年８月退任）

事務局長疋田好男

係長小堀貞雄（平成２年４月転出）

調香相当

文化財担当山下歳信

調査員藤坂和延（現当町教員委員会）

6.本書の作成組織は次のとおりである。

事務局

教育長劔持平三郎（平成２年９月着任）

事務局長疋田好男

局長補佐角間宏（平成３年６月着任）

文化財担当山下歳信

7．本書の作成は編集・執筆の大半を山下が担当したが、

先土器時代については小管将夫氏（岩宿文化資料館学芸員）

古墳出土の鉄器について杉山秀宏氏（現群馬県埋蔵文化財事業団）

石材鑑定は飯島静雄氏（群馬地質協会員）に依頼し、寄稿していただいた。

写真撮影は角田英夫氏が行った。

なお、本書の作成には以下のものが参加した。横沢和代横沢元ｒ

和田マツエ前原アヤ子関谷清治高橋充子山下雅江

なお、本書の作成には以下のものが参加した。横沢和代横沢元江大沢あさ江三上照子

和田マツエ前原アヤ子関谷清治高橋充子山下雅江

8．発掘調査によって出土した遺物については総て大胡町教員委員会で保管管理している。

9．調査、整理に当たっては下記の方々並びに関係機関のご協力、ご教示を頂いた。記して感謝いたし

ます。（11頂不動、敬称略）

群馬県教育委員会文化財保護課、群馬県埋蔵文化財調査事業団、群馬県前橋土地改良事務所

大胡町土地改良課､群馬県勢多郡社会教育文化財分会の諸氏、測研株式会社、シン航空写真株式会社、

技研測量設計株式株式、谷藤保彦、増田修、大塚昌彦、前原豊



10．発掘調査参加者（敬称略）

阿久沢隆阿久沢福造阿久沢マツ子阿久沢光代阿久沢喜子荒井愛子石井春江石井よれ

井野ちう子大崎節子大崎とよ子大沢房治大塚作一大原きよ枝大原とし子奥野富子

小沢チヅエ女屋千恵子小保方豊五郎鹿沼かほる樺沢ふさえ神沢方子北爪美代子

木村源次郎木村瑞枝須賀サイ菅田ツル関谷清治高橋きしの高橋充子滝本久子

滝本房子谷藤あや女勅使川原道江中村玉江萩原あや子萩原秀子萩原やす林みき

前原アヤ子前原喜一郎前原なつ松村シゲノ松村トミ山下雅江横沢和代吉田ウタ子

吉田浄

例几

1．遺構の略号は次のとおりである。

Ｈ･･竪穴住居社Ｄ･･土壌ＪＤ･･縄文時代土坑Ｍ･･溝状遺構

2．捜図図版の縮尺は

住居社→１／8０炉吐→１／4０古墳全体図→１／120古墳主体部→１／４０

遺物→１／３～１／６

３．遺構捜図中に記した断面基準線は標高で表した。

4．遺構捜図中に示したＮ方位は、座標北である。

５．本文中の第１図は、建設省国土地理院発行の５万分の１地形図(前橋)、第２図は、国土地理院発行

の５万分の１地形図（前橋）応急修正版を使用した。
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62号住居吐出土遺物(2)

63号住居杜

縄文土坑分布図

縄文土坑(1)

縄文土坑(2)

縄文土坑(3)

縄文土坑(4)

縄文土坑(5)

縄文集石土坑

縄文土坑出土遺物(1)

縄文土坑出土遺物(2)

縄文土坑出土遺物(3)

縄文土坑出土遺物(4)

縄文土坑出土遺物(5)

縄文土坑出土遺物(6)

縄文土坑猯十遺物(7)
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縄文土坑出土遺物(8)

縄文土坑出土遺物(9)

縄文土坑出土遺物(10

縄文土坑出土遺物(11）

縄文土坑出土遺物(12）

縄文土坑出土遺物03）

埋甕分布図と平断面図

埋甕（１～３号埋甕）

埋甕（４，５号埋甕）

縄文時代早期包含層出土遺物(1)

縄文時代早期包含層出土遺物(2)

縄文時代前期包含層出土遺物(1)

縄文時代前期包含層出土遺物(2)

縄文時代前期包含層出土遺物(3)

縄文時代前期包含層出土遺物(4)

縄文時代前期包含層出土遺物(5)

縄文時代前期包含層出土遺物(6)

縄文時代中期前半の包含層出土遺物

Ｈ２Ｇｒｉｄ出土遺物(1)

Ｈ２Ｇｒｉｄ出土遺物(2)

Ｈ２Ｇｒｉｄ出土遺物(3)

Ｈ２Ｇｒｉｄ出土遺物(4)

Ｈ４～８Ｇｒｉｄ出土遺物

Ｉ３Ｇｒｉｄ出土遺物(1)

Ｉ３Ｇｒｉｄ出土遺物(2)

Ｉ３Ｇｒｉｄ出土遺物(3）

１５～８，Ｊ３Ｇｒｉｄ(1)出土遺物

Ｊ３(2)、Ｊ４Ｇｒｉｄ(1)出土遺物、

Ｊ４(2)、Ｊ５Ｇｒｉｄ(1)出土遺物

Ｊ５Ｇｒｉｄ(2)出土遺物

Ｊ６～８，１０，Ｋ４Ｇｒｉｄ(1)出土遺物

Ｋ４(2)、Ｋ５Ｇｒｉｄ(1)出土遺物

Ｋ５Ｇｒｉｄ(2)出土遺物

Ｋ５(3)、Ｋ６Ｇｒｉｄ(1)出土遺物

Ｋ６(2)、Ｌ６Ｇｒｉｄ(1)出土遺物

Ｌ６Ｇｒｉｄ(2)出土遺物

Ｌ６(3)、Ｌ７～１０Ｇｒｉｄ出土遺物

Ｌ10～13,Ｎ８，９Ｇｒｉｄ(1)出土遺物
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Ｎ９(2)、１０Grid出土遺物

N11Grid、漏１号墳(1)出土遺物

漏１号漬(2)出土遺物

漏２号墳(1)出土遺物

漏２号境(2)、１号方形周溝墓、漏３号墳、

漏４号境(1)出土遺物

漏４号境(2)、漏６号境出土遺物

表土出土遺物(1)

表土出土遺物(2)

表土出土遺物(3)

縄文時代後期包含層出土遺物

打製石斧(1)

打製石斧(2)

打製石斧(3)

打製石斧(4)

打製石斧(5)

打製石斧(6)

打製石斧(7)

打製石斧(8)

打製石斧の住居、グリット別出土分布図
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土製円盤(2)

土製円盤(3)

古墳時代前期の住居社分布図

２号住居杜

２号住居社出土遺物

３号住居杜

３号住居吐出土遺物

４号住居社

４号住居吐出土遺物

５号住居社

５号住居杜出土遺物

６号住居杜

６号住居h卜州＋遺物

７号住居社

７号住居吐出土遺物

８号住居杜、出土遺物

茂木・上ノ山遺跡周辺の古墳分布図
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１号方形周溝墓

２号方形周溝墓

３号方形周溝墓出十遺物

３号方形周溝墓

｢綜覧」大胡町５号墳

｢綜覧」大胡町５号墳出土遺物(1)

｢綜覧」大胡町５号境出土遺物(2)

｢綜覧」大胡町６号墳

｢綜覧」大胡町６号墳出土遺物

上ノ山漏１号墳

上ノ山漏１号境出土遺物

上ノ山漏２号墳

上ノ山漏２号墳石櫛(1)

上ノ山漏２号墳石櫛(2)

上ノ山漏３号墳

上ノ山漏３号墳石榔

上ノ山漏３号漬出土遺物

上ノ山漏４号墳

上ノ山漏４号境主体部

上ノ山漏４号墳出士漬物(1)

上ノ山漏４号墳州十漬物(2)



図
図
図
図
図
図
図
図
図

０
１
２
３
４
５
６
７
８
 

０
０
０
０
０
０
０
０
０
 

３
３
３
３
３
３
３
３
３
 

第
第
第
第
第
第
第
第
第

上ノ山漏４号墳出土遺物(3)

上ノ山漏４号墳主体部遺物出土分布図

上ノ山漏４号墳墳丘裾部出土埴輪

上ノ山漏５号墳

上ノ山漏６号墳

上ノ山漏６号境出土遺物

１～３号竪穴式石榔

１，２号土曠墓

１号方形周溝墓・「綜覧」大胡町５号墳土

層

｢綜覧」大胡町６号境、上ノ山漏１号墳土

層

上ノ山漏２．４号墳土層

中近世の遺構分布図
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図
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図
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図
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１号住居杜

１号住居社出土遺物

１号掘立柱建物杜

２号掘赤杵葎物祉

３号掘了7杵蕊物吐

地下式土坑

中近世出土遺物

砥石

石囲炉分布図

石囲埋甕炉分布図

集石炉分布図

埋甕炉分布図

地床炉分布図

加曽利Ｅ式期の住居杜の推移図

第309図

第310図

第311図

写真 図版

上ノ山遺跡全景

１１号住居ｶﾄ今景（東より）

２２号住居;IJI全景（北より）

１２号住居社遺物出土状況

２２号住居杜

３２号住居祉甕片出土状況

４３号住居社全景（北より）

１３号住居社遺物出土状況

２４号住居杜土層堆積状況

３４号住居杜全景（西より）

４，５５号住居社遺物出土状況

１５号住居社遺物出土状況

２５号住居杜全景（北より）

１６号住居杜遺物出土状況

２７号住居ilk十層堆積状況

３８号住居社全景（北より）

１９号住居社の炉

２１０号住居杜の炉

３１０号住居社全景（東より）

４１０号住居社遺物出土状況

１１１号住居社全景（西より）

ＰＬ，１ 

ＰＬ，２ｌ 

２ 

ＰＬ，３１ 

12号住居社全景（西より）

11号住居社の炉

12号住居杜の炉

13,14号住居杜全景（北匹
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(北より） 13,14号住居杜全景（北西より）

13号住居社の炉

14号住居杜の炉

15号住居杜（敷石住居杜）全景

15号住居杜の炉周辺

16号住居杜遺物出土状況

17号住居杜全景（北東より）

17号住居杜の炉

18号住居杜の炉

18号住居杜全景（北西より）

18号住居杜の埋甕

19号住居杜の炉

19号住居社全景（北東より）

20号住居杜全景（南東より）

20号住居杜の炉

20号住居社遺物出土状況

20,21号住居社全景（東より）

21号住居ｶﾄ全景（東より）
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ＰＬ，５ 
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43号住居社全景（南より）

44号住居社全景（南東より）

45～48号住居杜（南より）

45～48号住居社（南西より）

45号住居杜の炉（１号炉）

46号住居社の炉（２，３号炉）

47号住居杜の炉（４号炉）

48号住居社の炉

49号住居社遺物出土状況

49号住居ｶﾋ全景（南より）

50号住居杜全景（東より）

51号住居力[全景（東より）

52,53号住居社全景（北東より）

55号住居杜全景（南西より）

56号住居杜全景（北東より）

56号住居社全景

58,59号住居杜全景（東より）

58号住居杜遺物出土状況

58号住居杜の炉

59号住居杜の炉

59号住居社遺物出土状況

58,59号住居社全景（東より）

58,59号住居杜全景

調査区北東遺構分布状況

ＪＤ３ 

１３号住居杜南東土坑遺物出土状況

29号住居ｈＨ皇坑遺物出土状況

29号住居ｶﾄ士坑双耳壷出土状況
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１号集石

２号集石

21号住居杜の炉

22号住居杜遺物出土状況

22号住居杜全景（南より）

22号住居杜の炉

22号住居社の埋甕出土状況

22号住居社遺物出土状況

23号住居杜全景

24号住居趾全景（南西より）

24号住居社の炉

25号住居杜全景（南より）

26号住居社全景（南より）

27号住居杜全景（東より）

28,29号住居杜全景（北より）

30,31号住居杜全景（東より）

30号住居杜の１号炉

31号住居社遺物出土状況

31号状況杜遺物出土状況

32号住居杜の炉

33号住居杜全景（南東より）

34号住居社遺物出土状況

34号住居杜の炉

34号住居杜遺物出土状況

34号住居社全景（東より）

34号住居杜遺物出土状況

35号住居力[全景（東より）

36号住居杜の炉

37号住居杜全景（東より）

38,39号住居杜全景（東より）

38号住居社の炉

38号住居杜の１，２号埋甕と伏甕

38号住居社の３号埋甕

38号住居杜の４，５号埋甕

40,41号住居社全景（東より）

４１号住居杜の１号炉

41号住居社の２号炉

42号住居杜の炉

42号住居社の埋甕

42号住居杜全景（東より）
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３号集石

４号集石

５号集石

６号集石

７号集石

Ｈ３Ｇ配石？

伐採風景

「綜覧」大胡町６号境伐採前

「綜覧」大胡町６号境（北より）

上ノ山漏２号境（北より）

「綜覧｣大胡町５，６号境(南より）

「綜覧」大胡町５号境全景

「綜覧」大胡町５号境主体部

「綜覧」大胡町５号境３号石榔

１号竪穴式石榔検出状況

１号竪穴式石榔内部状況

２号竪穴式石榔検出状況

「綜覧」大胡町６号境全景

「綜覧」大胡町５，６号境、上ノ山

漏２号墳

上ノ山漏１号境全景

上ノ山漏１号墳石櫛露出状況

上ノ山漏１号墳周堀土層堆積状況

上ノ山漏１号墳墳丘土層堆積状況

上ノ山漏２号境全景

上ノ山漏２号墳墳丘部（西より）

上ノ山漏２号境２号石榔検出状況

上ノ山漏２号境２号石榔内部

上ノ山漏２号墳３号石榔検出状況

上ノ山漏２号境３号石榔内部

上ノ山漏３号境全景

3上ノ山漏３号墳石櫛検出状況

上ノ山漏３号墳石櫛内部

上ノ山漏３号境遺物出土状況

上ノ山漏４号境全景

上ノ山漏４号境石室全景

上ノ山漏４号境遺物出土状況

上ノ山漏４号境遺物出土状況

上ノ山漏４号境遺物出土状況

１号方形周溝墓全景

１号方形周溝墓周堀内礫榔墓

上ノ山漏５号境全景

上ノ山漏６号境遺物出土状況

１号方形周溝墓周辺

２号方形周溝墓全景

３号方形周溝墓全景

調査区西部遺構分布状況

地下式土坑

近世石積

２～５号住居杜出土遺物

６～９号住居社出土遺物

９～11号住居社出土遺物

12～15号住居杜出土遺物

16～18号住居杜出土遺物

19号住居吐出土遺物

19～20号住居杜出土遺物

21～22号住居社出土遺物

24～27号住居社出土遺物

27～29号住居吐出土遺物

29～30号住居社出土遺物

30～32号住居吐出土遺物

32号住居社出土遺物

34号住居吐出土遺物

34～37号住居社出土遺物

38,39号住居社出土遺物

40～42号住居社出土遺物

42～44号住居社出土遺物

44～47号住居社出土遺物

45～49号住居趾出土遺物

49号住居吐出土遺物

50～56号住居杜出土遺物

58～60号住居祉出土遺物

61,62号住居社出土遺物

１～５号埋甕

ＪＤ７、１０，１５，１６，９０出土遺物
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包含層（Grid）出土遺物(1)

包含層（Grid）出土遺物(2)

包含層（Grid）出土遺物(3)

古墳。方形周溝墓出土縄文土器

槍先形尖頭器､早期～中期の出土遺
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第１節調査に至る経緯と本調査の経過

第Ｉ章発掘調査の経緯

第１節調査に至る経緯と本調査の経過

団体営「中川原地区土地改良総合整備事業」は、大胡町茂木地内の南部に位置する字上ノ山･宮ノ前・

中川原・山ノ前・八反田・前川原・小林・山神・大畑地区が該当地であり、東は荒砥川が南下し、北は

大正用水、西は（主）藤岡・大胡線、南は前橋市境に接する区域である。事業の採択は昭和56年度に逆

上り、昭和59年度より工事着工の運びとなった。

該当地内に於ける埋蔵文化財の発掘調査の先鞭は、字上ノ山に於ける昭和32年の群馬大学史学研究室

による「上毛古墳綜覧」大胡町５号古墳から始まり、同６号境、茂木古墓さらに当教育委員会により上

ノ山古墳の調査と続いた。また、同地内は縄文時代中期の包蔵地として知られている。上ノ山の対岸に

位置する字小林地区には相沢忠洋氏によって発見された三シ屋遺跡が位置する。そして同台地上の北方

に天神風呂遺跡が広がる。

大胡町教育委員会は、該当地区内に於ける埋蔵文化財の発掘調査の対応を上記した遺跡の分布を考慮

して土地改良課と協議する。字上ノ山地区の台地は切土をして前面低地の耕作地への盛土として使用さ

れるため台地全面、対岸の字小林地区等の台地には新設される道路部分を対象地として平成元年度には

上ノ山、平成２年度に小林．山神・大畑地区の記録保存を目的とする発掘調査を行う。平成３年度には

報告書を作成、そして刊行する。以上の事業計画に基づき平成元年９月1日より上ノ山遺跡の発掘調査

を開始した。

第II章発堀調査の概要

第１節上ノ山遺跡の位置

赤城山南麓に広がる雄大な裾野上に立地する勢多郡大胡町は県都前橋市の北東に隣接し､東に粕川村、

北に宮城村が位置する。

上ノ山遺跡は、大胡町の南部の大字茂木地内にあり、上毛電鉄大胡駅より南に約0.751,1の距離に当た

る小字上ノ山に所在する。

遺跡は荒砥川によって侵食され、南北に連なる荒砥川右岸の洪積台地の南端にあり、遺跡地は舌状台

地の先端部である。東、南は古荒砥川砂礫層と沖積世の荒砥川砂礫層から形成された扇状地の堆積平野

が現水田面として広がり、北東～南西方向に入り込む開折谷を挾んで主要地方道藤岡大胡線が位置し、

北に大正用水が位置する。遺跡の標高は古墳の墳頂部を除いて北東部が14Ｌ２５ｍで緩やかに南西方向に

突出している。東側の高所では低地部と８ｍ前後の比高差を測る。

第２節上ノ山遺跡と周辺の遺跡

当町は大胡藩２万石の城主として牧野康成・忠成の二代にわたり居城した大胡城を構える城下町であ

る。その町並は現在も当時の面影を色濃く残している。

本遺跡には昭和32,33年に群馬大学史学研究室によって調査された「上毛古墳綜覧」大胡町５号境。

6号境、さらに当町教育委員会により調査された上ノ山古墳が所在する。５，６号墳とも３基の竪穴式

３ 



第Ｉ章発掘調査の経緯

第１図上ノ山遺跡の位置図
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第１節上ノ山遺跡の位置

第２図上ノ山遺跡の位置図（昭和27年）
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第II章発掘調査の概要

石室を有する古墳として紹介され、横穴式石室受容前の６世紀前半の構築と考えられている。さらに、

台地の南側裾部では昭和32年４月に群馬大学史学研究室の手によって茂木古墓(注１)が調査され、現在

でも中世の墓域・供養域等を考える上での重要な資料となっている。

周辺の歴史的環境については、本遺跡の位置する台地並びに周辺の洪積世台地には旧石器時代から縄

文時代、さらに古墳時代前期から平安時代にかけての遺跡が密集して分布する。

字上ノ山地区の周囲には１基の前方後円墳を含んで小円墳が密集し、古墳群を形成している。本遺跡

の西の低地を挾んで東側台地には旧石器時代の三ツ屋遺跡(注２)、さらに同地域の調査（中川原地区遺

跡群平成２年度発掘調査）で縄文時代中期と古墳時代後期の集落が検出された。

そして、同台地の北方400ｍの天神風呂遺跡(注３）では縄文時代前期､古墳時代中期～平安時代に至る

集落が続き、広範囲に遺跡が広がっている。さらに北方に位置する天神遺跡(注４）は､縄文時代中期～後

期と平安時代の集落が続き、その西方700ｍの地点に群馬県指定史跡「掘越古墳」が所在する。

荒砥川左岸に目を転じると、弘仁９年に発生した地震災害に起因すると考えられる泥流で覆われた水

田が検出された中宮関遺跡(注５)、須恵窯・炭窯・製鉄社からなる八ケ峰遺跡(注６)、古墳時代前期の

集落である前橋東商業高校遺跡(注７)が調査されている。

(注１）大胡町誌「茂木古墓」

(注２）相沢忠洋・関矢晃「三ツ屋遺跡」赤城山麓の旧石器講談社

(注３）山下歳信「天神風呂遺跡」大胡町教育委員会

(注４）山下歳信「天神遺跡」群馬県史資料編１

(注５）山下歳信「中宮関遺跡」第３回東日本の水田跡を考える会一資料集一

（注６）山下歳信「上大屋・樋越地区の遺跡群」大胡町教育委員会

(注7)大胡町誌｢前橋東商校庭出土の土器」
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第３図上ノ山遺跡と周辺の遺跡
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第３節調査の方法と概要

第３節調査の方法と概要

本遺跡には前述のとおり「綜覧」大胡町５，６号墳そして上ノ山古墳が調査されているが、その調査

は、主体部とトレンチ発掘による墳丘規模確認のものであった。今回の再調査ではその全容を確認すべ

〈墳丘に繁茂する立木等の伐採作業から開始した。この結果、６号境の東にも墳丘の高まりを確認した。

掘削用重機で表土を除去し、台地東端に南北に走る町道3101線より台地上に入る馬入れを利用して表土

等を一時場外搬出するため、調査は南西隅の大胡町５号古墳そして６号境と順次東へ移動して古墳の調

査を先行して進行させた。

調査の実施にあたっては、調査区全体に国家座標に基づいた10ｍのグリットを設定し、南西隅を基点

（国家座標Ⅸ系Ｘ＝＋44.80,Ｙ＝-60.61）としてＸ軸の北方向にアルファベット、Ｙ軸の東方向に算

用数字を用い、「Ｅ６グリット」と言うように南西隅の座標でグリット名を呼称した。

調査で確認された遺構は、大きく縄文時代、古墳時代、中近世の３期に分かれる。

先土器時代１点の石器が出土

縄文時代早期押型文・条痕文系土器が出土。土墳１カ所を検出。

前期野島・黒浜・諸磯式土器が出土。諸磯式土器を伴う土擴１カ所検出。

中期

後期

古墳時代前期

加曽利Ｅ式土器を伴う集落跡が台地の北側縁辺部に集中して検出。

堀之内・加曽利Ｂ式土器が出土。

集落跡

方形周溝墓

竪穴式古墳群

墳丘を持たない石榔墓

地下式土壌・竪穴住居社。掘立柱建物社。溝。井戸状遺構・土壌が検出された。

後期

中近世
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第II章発掘調査の概要
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第４図上ノ山遺跡の現況図
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